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【はじめに】 近年，労働安全衛生においてメンタルヘ
ルスは重要課題となっている．労働者健康状況調査に
おいて，職場での対人関係と仕事の量的負担が強い不
安，悩み，ストレスの原因であると報告している．参
加型職場環境改善の取り組みは労働や労働環境に起因
したリスク低減を事業者，労働者が進めていく上で有
効な実践的な方法論として提唱されている．また職場
環境改善は継続的かつ中長期視点で推進する必要があ
る．今回，当訪問看護ステーション（以下，当事業所）
に お い て survey-plan-do-check-act cycle（以 下，
SPDCA サイクル）を活性化させ，参加型職場環境改
善に対する取り組みを実施した結果，訪問移動時間が
短縮し，休憩時間及び空き時間が増加し，職業性スト
レスの軽減に至ったため報告する．

【対象】 対象は当事業所に所属する作業療法士6名，
理学療法士6名とした．尚，本報告は対象者に同意を
得ている．

【評価】 評価項目は新職業性ストレス簡易調査票の職
場での対人関係と仕事の量的負担項目，1日の平均休
憩時間，1日の平均空き時間，1日の平均移動時間と
した．

【方法】 SPDCA サイクル活性化の STEP1として，
事業活動の一環として働きやすさ推進係りを設け，計
画を遂行する体制を整備した．働きやすさ推進係りは
主担当，副担当，相談役の作業療法士3名で構成した．
STEP2は年間の実施計画を策定し，STEP3は職員に
対し職場環境改善に対する実践の意義についての講習
会を実施した．STEP4は職員に対し働きやすさ推進
に対するインタビューと評価項目の調査を実施し，
STEP5は職員にインタビューと評価項目の結果報告
を実施した．STEP6は報告結果を踏まえ，職場討議
を実施し職員で課題と解決策を抽出した．討議結果を
元に職員の訪問ルート調整を実施し，移動時間の短縮
と空き時間を確保し効率性の向上を図ると共に，休憩

時間の改善を図った．STEP7は取り組み実施6ヶ月
後，再評価を行い職員に取り組み前後の比較結果報告
を実施し，STEP8は来期における課題を抽出し処置
改善案を作成した．

【結果】 介入前，6ヶ月後の順に結果を記載する．新
職業性ストレス簡易調査票の職場での対人関係は
2.6/4, 3.2/4（医療福祉関係の全国平均値2.76/4），仕
事の量的負担は1.3/4, 2.1/4（医療福祉関係の全国平
均値1.9/4），1日の平均休憩時間は39.7分，46分，1
日の平均空き時間は1時間1分，1時間16分，1日の
平均移動時間は1時間58分，1時間45分となり，介
入後全ての評価項目で改善を認めた．

【考察】 参加型職場環境改善に対する取り組みは，経
験やアイデアを表出し合うことにより，職場内の相互
理解やコミュニケーションが促進されると報告してい
る．当事業所においても職員が職場環境改善に対する
討議を実施したことで，帰属意識や職場内の相互理解
が高まり，職場での対人関係のストレス軽減に寄与し
たと考える．また，国際労働機関におけるストレス対
策の取り組みとして，個人に対するストレス対策は一
時的，限定的であるのに対し，19事例のうち14事例
が職場環境改善を通じた対策に有効であったと報告し
ている（Karasek, 1992）．このことから当事業所にお
いても，訪問ルート調整を実施したことにより，訪問
移動時間が短縮し，休憩時間及び空き時間が増加した
ことにより，仕事の量的負担のストレス軽減に至った
と考える．今後，現在の取り組みの継続と定期的な面
談や主体的な年次有給取得の推進に向けた取り組み等
を実施し，さらなる参加型職場環境改善に対する討議
を重ねている．
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